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■環境省「環境報告ガイドライン2007年版」との対照 

ほくでんの事業基盤である北海道の経済について、主要な統計指標による全国比較を掲載しました。 

※「標準化指数」は、個別指標の偏差値（全都道府県平均値＝50）を指数値としたものです。 
出典 ①総務省統計局「推計人口」 ②内閣府「県民経済計算」 ③農林水産省「生産農業所得統計、Ｈ20年農業算出額（農業地域、都道府県別）」 ④農林水産省「生産林業所得統計、Ｈ20年林業産出額」 
　　 ⑤農林水産省「漁業生産額、Ｈ20年漁業生産額」 ⑥経済産業省「工業統計調査（産業編）」 ⑦経済産業省「商業統計調査」（3年おき） ⑧内閣府「県民経済計算」および総務省「推計人口」 

ガイドライン項目 記載ページ ガイドライン項目 記載ページ 

○基本的項目（BI） MP-7 
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BI-2

BI-2-1

BI-2-2

1・裏表紙 

MP-9

MP-10

MP-11

MP-12

○「事業活動に伴なう環境負荷及びその低減に向けた取組の状況」を表す情報・指標（OPI） 
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○環境配慮と経営との関連状況を表す情報・指標（EEI） 

○「社会的取組の状況」を表す情報・指標（SPI） 

BI-3

BI-4

BI-4-1

BI-4-2

BI-5

○「環境マネジメント等の環境経営に関する状況」を表す情報・指標（MPI） 
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項 目 

①総人口 

②県内総生産（名目） 

③農業産出額 

④林業産出額 

⑤漁業生産額 

⑥製造品出荷額等（従業者１人当たり） 

⑦商業年間商品販売額[卸売業＋小売業]（従業者１人当たり） 

⑧民間企業設備投資額（名目、人口１人当たり） 

［千人］ 

［億円］ 

［億円］ 
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2007年度 
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4,936.6 

587,668

単 位 年 次 全 国 
北海道 

順 位 指標値 標準化指数 
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RPS法 
ISO14001 
安全衛生 
安定供給 
EMS(環境マネジメントシステム) 
eラーニング 
石綿(アスベスト) 
イントラネット 
エコキュート 
エコワーク運動 
SF6(六フッ化硫黄) 
オール電化住宅 
 
 
会社概要 
カーボン・オフセット 
カミネッコン 
火力発電所 
 
環境アセスメント 
環境会計 
環境教育 
環境月間 
環境リレーション 

企業倫理委員会 
京都メカニズム 
グリーン調達 
グリーン電力基金 
景観対策 
原子力発電所(泊発電所) 
 
公害防止協定 
コーポレートガバナンス 
国内クレジット 
個人情報保護 
雇用 
コンプライアンス 
 
 
再生可能エネルギー 
財務データ 
3R 
CO2(二酸化炭素) 
CO2排出原単位 
CDM（クリーン開発メカニズム） 
CSR 
CH4（メタン） 
JI（共同実施） 
省エネルギー 

植樹活動 
職場環境 
植林 
新エネルギー 
水質汚濁防止 
水力発電所 
 
ステークホルダー 
スマートグリッド 
生物多様性 
石炭灰 
ＳＯＸ(硫黄酸化物) 
 
 
ダイオキシン類 
第三者審査 
ダイバシティ・マネジメント 
大気汚染防止 
太陽光発電 
炭素基金 
地域コミュニケーション 
地球温暖化防止 
地熱発電所 
電気自動車 
停電 

低炭素社会 
土壌汚染防止 
 
 
ＮＯＸ(窒素酸化物) 
 
 
バイオマス 
PRTR 
PCB 
非常災害対策 
ヒートポンプ 
風力発電 
プルサーマル 
放射性廃棄物 
ほくでんグループ環境方針 
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 本レポートの掲載情報の信頼性を担保するため、環境パフォーマンス指標について株式会社新日本サステナビリティ 
研究所の第三者審査を受けました。 

（注）第三者審査の対象項目は、「環境報告審査・登録マーク付与基準付則」（一般社団法人サステナビリティ情報審査協会http://www.j-sus.org/）の「１．重要な環境情報」で
す。なお、審査機関は、ほくでんグループの事業活動、業態の環境面での特性などを総合的に勘案し、原子力発電所設備利用率、火力発電効率、グリーン調達率等が「その他の
重要な環境情報」または「その他の重要な環境パフォーマンス指標」に該当するものと判断し、審査対象項目としております。 
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